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12月4日～15日
傍聴者

（延べ）47人

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2、3㌻
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4㌻

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5～11㌻
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11、12㌻

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13㌻
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14、15㌻

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16㌻

平成29年度補正予算、12月定例会議案審議
12月定例会議決結果
一般質問　16名が市政を質す

注目の事業
平成29年度政務活動費報告
議会のスケジュール、動き、仕組みと役割
オリンピック応援しよう

坂戸山 山頂から望む金城山

一般質問録画映像の配信 始めました！

南魚沼市議会　録画配信 検索
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平成29年度補正予算、12月定例会議案審議

12月 定例会
の 概要

平成29年度

12月 定例会
の 概要

平成29年度

12月 定例会
の 概要

平成29年度

▪障がい者自立支援事業費　2,565万円減額
　就労支援A型事業所が開設できなかったため、当初予算を減額し
ます。

▪公民館施設管理費　　　　　　　124万円
　塩沢公民館の図書室を３階から１階に移し、市民が利用しやすく
します。

▪機械除雪費　　　　　　　　　　　 1億円

▪可燃ごみ処理施設整備事業費　1,312万円

▪学童保育対策事業費　　　　　1,318万円

▪図書館管理運営費　　　　　　　235万円
　RARA内供用部分の空調入替費用の負担分です。

▪企画プロモーション事業費　　　700万円
　東京オリンピック・パラリンピックを見据え、雪を利用した市の
PRを行います。

補正予算の主な事業

　12月定例会では、補正予算や条例の改正、特別職の給与、議員報
酬などが議案になりました。その他に、市有施設の指定管理者の指定
や、教育委員の任命、人権擁護委員の推薦についても審議されました。

●本会議は12月４日、11日～ 13日、15日の５日間。常任委員
会は６日～８日に開かれました。

●議決結果は４ページをご覧ください。

平成29年度　一般会計補正予算（第４号）

総額320億3,590万円に

平成29年度　一般会計補正予算（第４号）

総額320億3,590万円に
補正額２億2,052万円を追加し補正額２億2,052万円を追加し

（万円未満切捨）（万円未満切捨）総額320億3,590万円に

▪総合行政システム事業費　　　　673万円
　外国語の事務対応や旧姓使用のためのシステム改修を行います。
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平成29年度補正予算、12月定例会議案審議
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12月定例会議決結果

会　派 南魚みらいクラブ 歩　む　会 未来創政会 市民クラブ 日本共産
党議員団

無
所
属
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第１０５号議案 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○
第１１１号議案 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
第１１３号議案 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
発議第１０号 × × × × ※ × × × × 欠 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

賛否一覧表 賛否が分かれた議案、退・欠席者がいた議案の詳細を表示しています
○＝賛成　　 ×＝反対　　 －＝退席　　欠＝欠席
※議長は採決に加わりませんが、賛否が同数の場合は議長採決となります

平成29年 第３回臨時会の全議決結果
議案番号 市長提出議案 採決結果

第 23号報告 専決処分した事件の承認について（平成29年度南魚沼市病院事業会計補正予算（第
４号）） 承認（全会一致）

第103号議案 南魚沼市特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正について 可決（全会一致）
第104号議案 南魚沼市監査委員の選任について 同意（全会一致）

平成29年 12月定例会の全議決結果
議案番号 市長提出議案 採決結果

第105号議案 平成29年度南魚沼市一般会計補正予算（第４号） 可決（賛成多数）
第106号議案 平成29年度南魚沼市国民健康保険特別会計補正予算(第２号） 可決（全会一致）
第107号議案 平成29年度南魚沼市介護保険特別会計補正予算(第２号） 可決（全会一致）
第108号議案 平成29年度南魚沼市水道事業会計補正予算（第２号） 可決（全会一致）
第109号議案 平成29年度南魚沼市病院事業会計補正予算（第５号） 可決（全会一致）
第110号議案 南魚沼市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 可決（全会一致）
第111号議案 南魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 可決（賛成多数）
第112号議案 南魚沼市特別職の職員の給与等に関する条例等の一部改正について 可決（全会一致）
第113号議案 南魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正について 可決（賛成多数）
第114号議案 南魚沼市学齢児童生徒の就学援助条例の一部改正について 可決（全会一致）
第115号議案 南魚沼市保育園条例の一部改正について 可決（全会一致）
第116号議案 南魚沼市廃棄物処理施設条例の一部改正について 可決（全会一致）
第117号議案 南魚沼市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 可決（全会一致）
第118号議案 南魚沼市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について 可決（全会一致）
第119号議案 南魚沼市子ども・若者育成支援センター条例の一部改正について 可決（全会一致）
第120号議案 市道の認定について 可決（全会一致）
第121号議案 南魚沼市斎場の指定管理者の指定について 可決（全会一致）
第122号議案 川舟展示室の指定管理者の指定について 可決（全会一致）
第123号議案 訴訟上の和解について 可決（全会一致）
第124号議案 字の変更について（土地改良法関係） 可決（全会一致）
第125号議案 字の変更について（国土調査法関係） 可決（全会一致）
第126号議案 南魚沼市教育委員会委員の任命について 同意（全会一致）
第127号議案 人権擁護委員の候補者の推薦について 同意（全会一致）
第128号議案 南魚沼市、魚沼市教育に関する事務の一部の事務の委託の廃止について 可決（全会一致）

議案番号 議員発議案 採決結果
発議第10号 慎重な憲法論議を求める意見書の提出について 否決（賛成少数）
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議員が市の一般事務について、執行機関に対して
所見を求め、疑義を問いただすものです。

一般質問とは…

■質問順位

1. 清塚　武敏

2. 中沢　一博

3. 梅沢　道男

4. 岡村　雅夫

5. 永井　拓三

6. 吉田　光利

7. 寺口　友彦

8. 田中せつ子

9. 関　　常幸

10. 桑原　圭美

11. 牧野　　晶

12. 塩川　裕紀

13. 目黒　哲也

14. 大平　　剛

15. 佐藤　　剛

16. 中沢　道夫
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慮
を
県
に
講
じ
て
も
ら
う
。

中
沢
　
一
博

未
来
創
政
会

多
子
世
帯
へ
の

軽
減
施
策
は

検
討
し
て
い
く

答
質 問
Q
　

少
子
化
が
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
に
影
響
を
及
ぼ
し
始

め
た
。
先
を
見
据
え
て
の
施
策
が

大
事
と
考
え
る
。

①
家
庭
環
境
に
よ
る
栄
養
格
差
の

実
態
は
。

②
学
校
給
食
の
未
払
い
世
帯
・
就

学
援
助
の
実
態
は
。

③
学
校
給
食
費
の
第
３
子
以
降
の

無
償
化
を
実
施
し
た
場
合
の
予

算
額
は
。

④
一
体
型﹁
放
課
後
子
ど
も
教
室
﹂

の
拡
充
を
。

市 長
A

①
市
内
の
小
中
学
校
₂₆
校

　

中
、
₂₀
人
が
栄
養
格
差

と
考
え
ら
れ
る
。

②
未
払
い
世
帯
は
₁₂
世
帯
₁₄
人
、

援
助
給
食
費
は
4
6
2
人
、

2
，
3
7
8
万
円
で
、
全
児
童
・

生
徒
の
約
₁₀
％
が
該
当
し
て

い
る
。

③
第
３
子
以
降
の
該
当
者
は

2
6
0
人
、
実
施
予
算
額
は

1
，
3
5
5
万
円
と
な
る
。

④
施
設
の
整
備
・
人
材
確
保
・
運

営
面
が
課
題
で
あ
る
。
放
課
後

子
ど
も
教
室
と
学
童
ク
ラ
ブ
が

一
体
と
な
り
、
連
携
し
て
い

く
。
学
童
ク
ラ
ブ
の
事
務
を
学

校
教
育
課
へ
移
管
し
検
討
し
て

い
く
。

急
増
す
る
カ
ー
ド

ロ
ー
ン
の
実
態
は

速
や
か
に
相
談
し
て

も
ら
い
た
い

答
質 問
Q
　

消
費
者
個
人
に
無
担
保

で
資
金
を
貸
し
付
け
る
銀

行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
者
が
急

拡
大
し
、
多
重
債
務
や
自
己
破
産

が
増
加
し
な
い
か
心
配
だ
。
実
態

を
伺
う
。

市 長
A
　

実
態
は
把
握
で
き
て
い

な
い
。消
費
者
セ
ン
タ
ー
・

無
料
弁
護
士
相
談
な
ど
身
近
に
相

北里大学保健衛生専門学院
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一般質問

談
で
き
る
場
所
が
あ
る
の
で
、
周

知
し
て
い
く
。

梅
沢
　
道
男

市
民
ク
ラ
ブ

八
箇
峠
道
路
開
通
に

伴
う
万
全
な
対
策
を

関
係
機
関
に
要
望
す
る

答
質 問
Q
　

八
箇
峠
道
路
の
開
通

後
、
渋
滞
や
野
田
Ｉ
Ｃ
入

口
で
の
逆
走
が
見
ら
れ
る
。
降
雪

期
に
向
け
、
県
や
警
察
と
の
連
携

に
よ
り
、
万
全
の
対
策
を
。

市 長
A
　

開
通
後
、
信
号
機
の
時

間
調
整
や
案
内
板
の
改
善

を
行
っ
た
。
今
後
も
降
雪
期
に
向

け
、
県
や
警
察
に
対
し
万
全
を
期

す
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

原
発
再
稼
働
阻
止
の

取
組
を

慎
重
に
見
守
っ
て
い
く

答
質 問
Q
　

市
長
は
、
市
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
に

も
、
原
発
の
再
稼
働
は
現
状
で
は

認
め
ら
れ
な
い
と
再
三
表
明
し
て

い
る
。
柏
崎
・
刈
羽
原
発
が
再
稼

働
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
今

こ
そ
、
た
だ
県
の
動
向
を
見
守
る

だ
け
で
な
く
、
市
長
が
先
頭
に
立

っ
て
、
再
稼
働
反
対
に
向
け
た
行

動
を
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市 長
A
　

私
は
反
原
発
で
は
な

い
。
明
言
す
る
。
原
発
立

地
自
治
体
等
の
立
場
に
よ
っ
て
考

え
方
や
思
い
が
あ
る
の
で
、
私
の

方
で
先
頭
に
立
っ
て
再
稼
働
阻
止

に
対
応
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
慎

重
に
見
守
っ
て
い
る
こ
と
は
事

実
だ
。

岡
村
　
雅
夫

日
本
共
産
党
議
員
団

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
施
設
建
設
で
の

移
住
推
進
は
断
念
を

困
難
な
道
だ
か
ら
こ
そ

立
ち
向
か
う

答
質 問
Q
　

２
０
１
６
年
度
移
住
希

望
者
２
６
６
人
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
具
体
的
検
討
者
は
３

人
だ
っ
た
。
２
０
０
戸
４
０
０
人

の
計
画
は
破
綻
し
て
い
る
。
企
業

は
メ
リ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
投
資
し

な
い
。
公
共
事
業
抱
き
合
わ
せ
で

は
、
莫
大
な
市
負
担
と
な
る
。
当

初
か
ら
市
に
リ
ス
ク
を
求
め
た
提

案
だ
っ
た
。
協
定
締
結
前
に
、
き

っ
ぱ
り
と
断
念
せ
よ
。

市 長
A
　

現
在
₁₀
人
の
希
望
者
が

い
る
が
、
₅₀
戸
の
ニ
ー
ズ

に
は
届
い
て
い
な
い
。
事
業
化
が

進
ま
な
い
の
は
、
市
が
財
政
負
担

を
し
な
い
た
め
、
事
業
者
が
リ
ス

ク
を
負
担
し
き
れ
ず
、
打
破
す
る

条
件
が
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
だ
。

　

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る

た
め
、
一
体
的
な
構
想
と
し
て
進

め
て
い
く
。

Ｇ
Ｉ
Ｔ
パ
ー
ク
南
魚
沼
は

市
民
の
理
解
を

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に

は
進
ん
で
い
な
い

答

質 問
Q
　

若
者
の
雇
用
の
場
の
創

出
を
と
、
大
和
庁
舎
に
16

ブ
ー
ス
で
始
ま
っ
た
構
想
だ
。
２

０
３
０
年
に
は
３
５
０
社
の
集
積

を
目
標
に
し
て
い
る
。

　

１
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
家
賃

の
減
免
が
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人

の
会
社
設
立
、
入
国
ビ
ザ
、
進
出

企
業
の
未
確
定
な
ど
、
諸
問
題
が

あ
る
。
不
確
実
な
事
業
と
思
わ
れ

な
い
よ
う
、
綿
密
な
計
画
で
市
民

の
理
解
を
求
め
よ
。

市 長
A
　

家
賃
３
年
間
免
除
は
、

初
期
稼
働
へ
の
支
援
だ
。

商
用
短
期
滞
在
ビ
ザ
で
入
国
し
て

い
る
。
入
国
の
規
制
緩
和
を
国
に

求
め
て
い
く
。

　

こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
商
取
引
の
文
化
の
違
い
を
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

永
井
　
拓
三

未
来
創
政
会
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ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
と
の

関
わ
り
合
い
を

重
要
だ
と
考
え
て
い
る

答
質 問
Q
　

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
増
進

に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

市 長
A
　

極
め
て
重
要
な
こ
と
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
健
康

増
進
の
た
め
の
施
策
を
展
開
し
て

い
く
。

質 問
Q
　

ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
使
っ
た
健
康
増
進
に

つ
い
て
、
考
え
は
あ
る
か
。

市 長
A
　

長
期
滞
在
型
の
観
光
も

含
め
、
当
市
の
魅
力
で
あ

る
雪
を
利
用
し
、
市
民
が
ス
キ
ー

な
ど
に
親
し
め
る
環
境
の
整
備
を

行
い
、
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
人

材
育
成
も
考
え
て
い
く
。

平成29年11月25日開通

構想にどこまで近づけるか
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一般質問

生
涯
学
習
の
こ
れ
か
ら
は

着
実
に
進
め
る

答
質 問
Q
　

市
の
生
涯
学
習
の
計
画

は
い
か
に
。

市 長
A
　

来
年
度
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
生
涯
教

育
の
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

質 問
Q
　

魅
力
あ
る
市
の
構
築
の

た
め
の
計
画
は
い
か
に
。

市 長
A
　

生
涯
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
化
を
民
間
と
と
も
に

行
う
。

質 問
Q
　

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
の
関
連
性

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

市 長
A
　

生
涯
教
育
が
移
住
者
も

含
め
た
市
民
活
動
の
場
と

な
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

C
C
R
C
事
業
で
の
移
住
者
が
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
に
期

待
し
て
い
る
。

吉
田
　
光
利

南
魚
み
ら
い
ク
ラ
ブ

三
国
川
ダ
ム
観
光
の

方
向
付
は

独
立
運
営
で
き
る
観
光

事
業
目
指
す

答
質 問
Q

①
南
魚
沼
市
に
と
っ
て
、

　

三
国
川
ダ
ム
は
大
き
な

観
光
資
源
で
あ
り
、
地
域
を
元

気
に
活
性
化
す
る
格
好
な
大
き

な
観
光
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
今
後

の
方
向
付
は
。

②
現
在
通
行
止
め
の
周
辺
道
路
の

復
旧
は
早
急
に
必
要
と
考
え
る

が
取
組
は
。

③
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
と
三
国
川
ダ
ム

観
光
と
の
連
携
を
ど
う
考
え
る

か
。

市 長
A

①
三
国
川
ダ
ム
は
管
理
施

　

設
・
ダ
ム
湖
・
十
字
狭
・

キ
ャ
ン
プ
場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

中
ノ
岳
等
々
、
市
の
主
要
な
観

光
資
源
と
捉
え
て
お
り
、
安
心

し
て
独
立
運
営
で
き
る
観
光
事

業
を
目
指
し
た
い
。

②
一
日
も
早
い
復
旧
を
目
指
し
、

遅
く
と
も
来
年
の
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
に
は
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
振

興
局
と
調
整
中
で
あ
る
。

③
市
内
外
に
認
知
さ
れ
て
お
り
、

益
々
連
携
を
支
援
し
て
い
く
。

病
児
保
育
室
増
設
計
画
は

現
状
は
考
え
て
い
な
い

答
質 問
Q
　

子
育
て
保
護
者
へ
の
就

労
支
援
は
重
要
な
サ
ー
ビ

ス
と
考
え
る
。
市
民
の
声
と
し
て

増
設
の
声
は
切
実
で
あ
る
が
。

市 長
A
　

平
成
₂₇
年
市
民
病
院
の

開
院
に
合
わ
せ
た
計
画
は

あ
っ
た
が
、
現
状
の
利
用
状
況
か

ら
緊
急
性
は
低
い
。寺

口
　
友
彦

市
民
ク
ラ
ブ

浦
佐
駅
舎
内
に
海
外
旅

行
代
理
店
の
誘
致
を

考
え
て
い
な
い

答

質 問
Q
　

さ
い
た
ま
市
の
世
界
盆

栽
大
会
の
よ
う
に
、
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
逸
品
を
売
り
出
す
に

は
海
外
の
視
点
が
必
要
だ
。
鉄
道

を
使
っ
た
海
外
旅
行
者
へ
の
売
り

込
み
に
は
、
J
R
浦
佐
駅
舎
へ
の

海
外
旅
行
代
理
店
を
誘
致
せ
よ
。

市 長
A
　

香
港
、
中
国
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
影

響
力
の
あ
る
方
を
当
市
は
受
け
入

れ
て
い
る
。
当
市
は
雪
が
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
と
考
え
て
い
る
。
来
年
は

山
形
の
庄
内
地
域
や
十
日
町
の
大

地
の
芸
術
祭
な
ど
を
活
用
し
た
ツ

ア
ー
も
有
効
だ
。
今
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
は
ツ
ア
ー
か
ら
少
人
数
へ
と

移
っ
て
い
る
。
浦
佐
駅
舎
へ
の
代

理
店
誘
致
は
考
え
て
い
な
い
。
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ご
み
処
理
の
二
市
一
町
で

の
す
り
合
わ
せ
を
急
げ

来
年
３
月
末
ま
で
に
や
る

答
質 問
Q
　

ご
み
処
理
区
分
の
検
討

が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
、
行
政
の
怠
慢
を
感

じ
ざ
る
を
得
な
い
。
施
設
整
備
や

民
間
委
託
の
問
題
の
前
に
す
り
合

わ
せ
が
必
要
で
あ
る
。
一
般
廃
棄

物
処
理
計
画
が
決
ま
ら
な
い
う
ち

に
民
間
に
事
業
計
画
書
を
出
さ
せ

る
と
は
い
か
が
か
。

市 長
A
　

ご
み
処
理
場
建
設
候
補

地
選
定
を
先
行
さ
せ
、
バ

タ
バ
タ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
陳

謝
す
る
。
時
間
的
に
厳
し
い
が
、

３
月
ま
で
に
多
く
の
事
項
を
協
議

し
、
何
と
か
概
要
は
示
し
た
い
。

長
岡
技
術
科
学
大
学
の
先
生
か
ら

も
、
処
理
計
画
の
策
定
が
重
要
と

の
指
摘
を
受
け
て
い
る
。

田
中
せ
つ
子

市
民
ク
ラ
ブ
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学
童
保
育
待
機
解
消
の

取
組
は

ダム紅葉

浦佐駅舎内の活用を
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一般質問

放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
と

し
て
、広
く
考
え
取
組
む

答
質 問
Q
　

少
子
化
対
策
、
移
住
促

進
、
職
場
の
人
手
不
足
解

消
の
為
に
も
早
急
に
対
応
を
。

①
場
所
確
保
は
ど
う
進
め
る
か
、

空
き
家
や
空
施
設
も
考
え
て
い

る
か
。

②
放
課
後
児
童
支
援
員
確
保
の
為

の
処
遇
改
善
策
は
。

③
保
護
者
・
委
託
先
と
の
情
報
交

換
と
現
場
確
認
は
充
分
か
。

市 長
A

①
大
き
な
予
算
を
か
け
ず
、

　

空
き
教
室
や
地
域
と
の

協
力
体
制
等
を
検
討
し
て
い
く
。

②
今
年
度
開
始
し
た
国
の
処
遇
改

善
事
業
に
合
わ
せ
、
勤
続
年
数

に
応
じ
て
年
額
を
増
額
し
た
。

③
月
１
回
の
所
長
会
議
や
、
委
託

先
や
保
護
者
と
の
情
報
交
換
と

現
場
確
認
を
随
時
、
実
施
し
て

い
る
。

職
員
の
意
識
改
革
と

行
政
姿
勢
の
変
革
は

職
員
の
自
ら
考
え
取
組

む
姿
勢
を
大
切
に
す
る

答
質 問
Q
　

昨
年
の
所
信
表
明
で
、

﹁
自
ら
稼
ぐ
・
市
民
の
先

頭
に
立
つ
・
攻
め
る
﹂
姿
勢
を
持

ち
込
み
、
変
革
を
進
め
る
と
発
言

し
た
。１
年
間
の
総
括
と
成
果
は
。

①
成
果
事
例
と
今
後
の
課
題
は
。

②
市
政
ポ
ス
ト
は
ど
う
活
用
し
て

い
る
か
。
市
民
へ
の
公
表
は
、

も
っ
と
読
ん
で
も
ら
う
工
夫
が

で
き
な
い
か
。

市 長
A

①
本
庁
舎
で
開
始
し
た
総

　

合
窓
口
は
、
市
民
の

₈₂
・
6
％
か
ら
好
評
を
得
て
い

る
。市
政
懇
談
会
の
や
り
方
は
、

も
っ
と
市
民
が
参
加
し
や
す
く

変
え
た
い
。
研
修
制
度
も
活
用

し
、
今
後
も
職
員
の
意
識
改
革

に
努
め
る
。

②
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
全
職
員

が
情
報
共
有
し
て
活
用
し
て
い

る
。
返
答
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
市
民
へ
の
公
表
方
法
は

掲
示
場
所
を
含
め
今
後
検
討

す
る
。

関
　
　
常
幸

南
魚
み
ら
い
ク
ラ
ブ

塩
沢
、
大
和
地
区
の
消

雪
に
不
安
は
な
い
か

市
民
生
活
に
支
障
が

出
な
い
よ
う
対
応
す
る

答
質 問
Q
　

六
日
町
で
は
、
地
盤
沈

下
対
策
と
し
て
平
成
６
年

か
ら
重
点
区
域
で
井
戸
掘
削
が
規

制
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
弊
害
と

し
て
市
街
地
の
人
口
流
出
や
空
洞

化
が
進
ん
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
９

月
議
会
で
地
下
水
の
採
取
に
関
す

る
条
例
の
改
正
が
行
な
わ
れ
、
重

点
区
域
に
お
い
て
も
井
戸
掘
削
が

可
能
と
な
っ
た
が
、
そ
の
他
区
域

︵
大
和
、
塩
沢
、
重
点
区
域
を
除

い
た
六
日
町
︶
で
は
、
条
例
改
正

前
と
比
べ
揚
水
量
が
減
少
す
る
事

も
懸
念
さ
れ
る
。　
　

　

ま
た
、
ポ
ン
プ
の
洗
浄
・
入
れ

替
え
が
許
可
申
請
と
な
り
、
故
障

時
に
は
、
再
度
水
が
出
る
ま
で
に

最
長
２
週
間
を
要
す
る
こ
と
も
あ

る
。
降
雪
時
に
雪
を
消
す
こ
と
が

で
き
ず
、
市
民
生
活
に
支
障
が
生

じ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

市 長
A
　

許
可
水
量
の
算
定
方
法

を
変
更
し
た
た
め
、
条
例

上
の
基
準
で
は
水
量
が
不
足
す
る

こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
そ
の
場
合

は
理
由
を
記
し
て
申
請
す
れ
ば
、

地
下
水
対
策
委
員
会
の
審
議
を
経

た
う
え
で
、
基
準
を
超
え
て
許
可

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で

よ
り
雪
が
消
え
な
い
と
い
う
事
態

は
、
基
本
的
に
は
生
じ
な
い
よ
う

に
す
る
。

　

降
雪
中
の
ポ
ン
プ
の
故
障
な

ど
、
や
む
を
得
な
い
緊
急
時
に
は

担
当
部
署
が
迅
速
に
対
応
し
、
市

民
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
に

す
る
。

桑
原
　
圭
美

未
来
創
政
会

増
加
す
る
発
達
障
が
い

に
対
す
る
ケ
ア
は

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

支
援
事
業
を
活
用
す
る

答
質 問
Q

①
か
つ
て
は
人
権
意
識
に

　

乏
し
い
時
代
が
あ
り
、

保
護
者
は
子
ど
も
が
社
会
的
不

利
益
を
受
け
な
い
か
心
配
し
て

い
る
。
周
り
の
児
童
・
生
徒
へ

の
対
応
等
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

②
早
期
の
発
見
と
対
応
が
最
も
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

③
学
童
保
育
へ
の
要
望
は
増
え
続

け
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
発
達

障
が
い
の
専
門
知
識
を
持
っ
た

人
材
の
配
置
は
。
ま
た
、
所
管

を
学
校
教
育
課
に
移
す
意
義
は
。

教育長
A

①
教
育
委
員
会
で
は
、
特

　

別
支
援
担
当
指
導
主
事

を
配
置
し
、
保
育
、
教
育
現
場

に
派
遣
し
て
い
る
。
総
合
支
援

学
校
で
研
修
講
座
を
開
設
し
、

保
育
士
や
保
護
者
も
参
加
し
て

い
る
。

市 長
A

②
1
歳
半
、
3
歳
、
5
歳

　

児
健
診
を
通
じ
て
、
保

健
師
が
早
期
発
見
に
努
め
て
い

る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
専
門
医

師
と
の
相
談
、
市
民
病
院
で
発

達
外
来
を
行
な
っ
て
い
る
。
学

校
の
先
生
に
は
幼
児
教
育
現
場

に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
促
し
て
い

る
。

③
対
応
で
き
る
職
員
を
拡
充
し
て

い
か
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い

と
考
え
て
い
る
。
保
育
か
ら
学

校
教
育
へ
の
つ
な
ぎ
が
大
事

だ
。
検
討
を
続
け
た
結
果
、
学
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一般質問

童
の
部
分
に
つ
い
て
は
教
育
委

員
会
が
担
当
す
る
べ
き
と
判
断

し
た
。

牧
野
　
　
晶

歩
む
会

ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
化
を

目
指
せ

聖
地
化
を
目
指
す

答
質 問
Q
　

モ
ン
ス
タ
ー
パ
イ
プ
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
、ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
な
ど
、

こ
の
２
年
で
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
オ

ー
プ
ン
し
、
全
国
か
ら
注
目
を
さ

れ
て
い
る
。

　

関
東
か
ら
す
ぐ
の
こ
の
雪
国
エ

リ
ア
が
、
冬
期
の
ス
ポ
ー
ツ
の
聖

地
と
な
り
産
業
・
人
口
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
。

市 長
A
　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
・
エ
リ

ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
が
実
験

段
階
だ
が
、
現
在
₃₀
～
₄₀
人
の
参

加
申
請
が
あ
る
。
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
系
の
活
動
拠
点
と
し
て
指
定
を

受
け
る
た
め
、
１
月
中
に
全
日
本

ス
キ
ー
連
盟
、
文
科
省
に
申
請
す

る
方
向
で
あ
る
。

市
民
に
優
し
い
南
魚
沼

を
目
指
せ

気
を
付
け
る

答
質 問
Q
　

学
童
保
育
の
待
機
児
童

解
消
等
に
頑
張
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
学
童
保
育
で
自
宅
ま

た
は
学
校
か
ら
5
0
0
メ
ー
ト
ル

以
内
に
祖
父
母
等
が
居
住
し
て
い

る
場
合
は
、
学
童
に
入
所
で
き
な

い
と
も
と
れ
る
文
章
が
配
布
さ
れ

た
。
子
育
て
を
大
切
に
し
て
い
く

と
い
う
市
の
姿
勢
、
市
長
の
公
約

に
反
し
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市 長
A
　

父
母
以
外
の
就
労
状
況

な
ど
も
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
対
象
で
あ
れ
ば
学
童
保
育

に
入
所
で
き
る
。
今
、
待
機
児
童

等
も
出
て
い
る
中
で
こ
れ
も
致
し

方
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
不

安
を
与
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
点

は
お
詫
び
し
た
い
。塩

川
　
裕
紀

南
魚
み
ら
い
ク
ラ
ブ

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

充
当
事
業
の
趣
旨
や
内

容
を
分
か
り
や
す
く
公

表
し
て
い
く

答
質 問
Q

①
次
年
度
へ
の
期
待
と
課

　

題
は
。

②
寄
付
者
に
寄
付
金
が
有
効
に
活

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
使
い
道

を
ど
う
示
し
て
い
く
の
か
。

③
寄
付
金
の
使
い
道
の
う
ち
、﹁
市

長
に
お
任
せ
コ
ー
ス
﹂
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

④
新
た
な
返
礼
品
︵
地
域
ブ
ラ
ン

ド
︶
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
、

今
後
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

⑤
返
礼
品
、
特
に
90
％
を
占
め
る

南
魚
沼
産
の
米
は
南
魚
沼
市
の

看
板
で
あ
り
、
粗
悪
な
返
礼
品

は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
行
政
側
で
品
質
等
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
機
能
が
必
要
と
考
え

る
が
。

市 長
A

①
ま
ち
づ
く
り
へ
共
感
が

　

得
ら
れ
る
よ
う
に
寄
付

金
を
活
用
し
、
寄
付
者
と
地
域

の
縁
が
深
ま
る
よ
う
に
期
待
し

て
い
る
。
各
地
域
づ
く
り
協
議

会
や
法
人
な
ど
の
活
動
支
援
、

移
住
定
住
交
流
の
促
進
事
業

等
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か

け
と
し
た
繋
が
り
が
持
て
る
仕

組
み
を
考
え
て
い
く
。

②
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
、
寄

付
者
へ
メ
ー
ル
で
市
の
様
々
な

情
報
も
含
め
、報
告
し
て
い
く
。

③
7
コ
ー
ス
の
な
か
で
一
番
注
目

を
集
め
る
と
こ
ろ
で
、
市
の
姿

勢
が
問
わ
れ
る
。
市
民
と
市
役

所
の
思
い
の
な
か
で
、
今
ま
で

進
め
ら
れ
な
か
っ
た
施
策
事
業

に
充
当
し
て
い
く
。

④
こ
の
制
度
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
向
上
の
た
め
の
情
報
収
集
が

で
き
る
制
度
で
あ
る
。
質
は
も

と
よ
り
、
サ
イ
ズ
、
デ
ザ
イ
ン
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
金
額
等

分
析
を
し
、
磨
き
を
か
け
て
い

く
。

⑤
市
独
自
で
の
チ
ェ
ッ
ク
は
考
え

て
い
な
い
。
関
係
者
に
厳
し
さ

を
持
っ
た
指
導
を
し
て
い
く
。

目
黒
　
哲
也

南
魚
み
ら
い
ク
ラ
ブ
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活
力
あ
る
観
光
振
興
を

将
来
像
は
医
療
滞
在
型

の
観
光
振
興
を
目
指
す

答
質 問
Q

①
食
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し

　

の
手
段
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
Ｂ
│
１
グ
ラ
ン
プ
リ
の
誘

致
を
し
て
は
ど
う
か
。

②
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・　

パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け
て
、

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
す
る
と

共
に
、
海
外
か
ら
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
の
事
前
合
宿
を
誘
致
し
て
は

ど
う
か
。

③
現
在
の
入
湯
税
1
2
0　

円
を

30
円
ア
ッ
プ
し
1
5
0
円
に
し

た
ら
ど
う
か

市 長
A

①
予
算
に
対
す
る
費
用
対

　

効
果
や
、
組
織
体
制
が

活性化の起爆剤に

総合支援学校での研修会
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一般質問

整
え
ば
検
討
す
る
価
値
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

②
南
魚
沼
市
に
と
っ
て
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
は
強
み
で
あ
る
。
出
遅
れ

感
は
あ
る
が
、
今
ま
さ
に
大
使

館
や
領
事
館
を
通
し
て
動
き
出

し
て
い
る
。

③
入
湯
税
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
客
足
に
影
響
が
で
な
い

か
。
消
費
税
ア
ッ
プ
も
決
ま
っ

て
い
る
中
で
慎
重
に
考
え
る
。

子
育
て
・
教
育
の

一
貫
し
た
支
援
体
制
を

子
育
て
・
教
育
の
一
元

化
は
難
し
い

答
質 問
Q
　

子
育
て
支
援
課
、
学
校

教
育
課
、
学
習
指
導
セ
ン

タ
ー
、
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
を
一
元
化
し
て
子
育
て

と
教
育
の
一
貫
し
た
支
援
体
制
の

構
築
を
。

市 長
A
　

大
和
地
区
を
文
教
地
域

と
し
て
考
え
て
い
る
。
現

在
学
校
教
育
課
が
あ
る
大
和
庁
舎

に
子
育
て
と
教
育
を
集
約
す
る
に

は
、
庁
舎
の
大
き
さ
の
問
題
等
に

よ
り
一
元
化
は
難
し
い
の
で
、
関

連
す
る
部
署
で
連
携
を
強
化
し
、

子
育
て
と
教
育
を
充
実
さ
せ
て

い
く
。

大
平
　
　
剛

未
来
創
政
会

小
学
校
か
ら
「
心
の
教
室

相
談
」
を
行
う
べ
き

必
要
と
考
え
る
が
よ
り

重
要
な
こ
と
が
あ
る

答
質 問
Q
　

中
学
校
で
行
っ
て
い
る

﹁
心
の
教
室
相
談
﹂
を
さ

ら
に
早
い
段
階
、
小
学
校
か
ら
行

え
な
い
か
。

教育長
A
　

子
ど
も
の
居
場
所
や
時

間
づ
く
り
の
ほ
う
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
心
の
相
談
員
の

派
遣
は
検
討
し
て
い
く
。

勤
続
表
彰
制
度
の
導
入
を

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い

答
質 問
Q
　

看
護
職
、
介
護
職
及
び

教
職
員
の
勤
務
継
続
年
数

の
向
上
や
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
の
為
に
、
勤
続
表
彰
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
と

思
う
が
い
か
が
か
。

市 長
A
　

勤
続
年
数
に
よ
る
表
彰

は
、
市
の
表
彰
条
例
と
は

趣
旨
が
異
な
る
。
各
企
業
や
団
体

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
。

　

市
が
看
護
職
、
介
護
職
、
教
職

員
に
つ
い
て
特
別
に
勤
続
表
彰
を

行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

佐
藤
　
　
剛

市
民
ク
ラ
ブ

高
齢
者
の
不
安
「
移
動

手
段
」
を
ど
う
確
保
す

る
か交

通
空
白
地
は
な
い
が

状
況
を
見
て
い
く

答

質 問
Q
　

市
の
高
齢
化
率
は
30
％

を
超
え
、
核
家
族
、
老
人

世
帯
が
増
加
す
る
な
か
、
高
齢
者

が
関
わ
る
交
通
事
故
の
増
加
と
と

も
に
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

も
進
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
高
齢
者
の
買
い

物
や
通
院
時
の
移
動
手
段
の
確
保

と
、
高
齢
者
が
自
家
用
車
に
依
存

し
な
く
て
も
日
常
生
活
が
で
き
る

環
境
の
整
備
に
向
け
、市
民
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
高
齢
者
へ
の
助

成
や
市
民
バ
ス
の
運
行
を
補
完
す

る
デ
マ
ン
ド
型
交
通
、
市
町
村
運

営
有
償
運
送
等
を
併
用
し
て
公
共

交
通
を
充
実
さ
せ
、
高
齢
者
の
日

常
生
活
で
の
移
動
手
段
確
保
の
考

え
は
な
い
か
。

市 長
A
　

高
齢
者
に
特
化
し
た

助
成
は
な
い
が
、
市
民
バ

ス
割
引
は
公
平
性
の
面
で
、
タ
ク

シ
ー
料
金
助
成
は
恒
常
的
に
な

れ
ば
路
線
バ
ス
、
市
民
バ
ス
の
運

行
に
も
影
響
が
で
る
。
現
状
で
は

困
難
だ
。

　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
、
市
町
村
運

営
有
償
運
送
は
、
一
応
交
通
空
白

地
が
な
い
の
で
、
そ
の
状
況
が
発

生
し
た
場
合
に
は
考
え
た
い
。

質 問
Q
　

交
通
空
白
地
は
な
い
建

前
だ
が
、
現
状
の
公
共
交

通
に
は
市
民
の
不
満
、
不
安
は
大

き
い
。

　

他
県
で
は
デ
マ
ン
ド
型
交
通

を
、
地
元
の
タ
ク
シ
ー
会
社
と
連

携
し
た
高
齢
者
の
登
録
制
度
に
よ

り
、初
乗
り
料
金
の
み
の
負
担
で
、

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
移
動
手
段

を
実
現
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
ど

う
考
え
る
か
。

環境交通課長
A
　

そ
れ
に
近
い
も
の
と
し

て
、
免
許
証
自
主
返
納
者

に
タ
ク
シ
ー
１
割
引
相
当
を
協
議

中
だ
。

グルメイベントではなくまちおこし
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一般質問、注目の事業

子育て支援センター

「ほのぼの広場」

オープン

中
沢
　
道
夫

日
本
共
産
党
議
員
団

水
道
料
金
の
さ
ら
な
る

引
き
下
げ
を

引
き
下
げ
は
出
来
な
い

答
質 問
Q

①
来
年
４
月
か
ら
基
本
料

　

金
を
月
額
２
１
５
円
引

き
下
げ
て
２
，
２
０
０
円
に
す

る
方
針
だ
が
、
県
下
一
高
い
料

金
に
変
わ
り
は
な
い
。
せ
め
て

県
内
平
均
の
月
額
１
，
５
０
０

円
程
度
に
引
き
下
げ
る
考
え
は

な
い
か
。

②
県
内
の
多
く
の
自
治
体
が
水
道

管
の
口
径
に
よ
っ
て
、
基
本
料

金
を
決
定
し
、
１
㎥
の
使
用
料

か
ら
加
算
す
る
料
金
体
系
に
な

っ
て
い
る
。
当
市
で
も
同
じ
よ

う
な
料
金
体
系
に
改
め
、
10
㎥

以
下
の
使
用
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
考
え
は
な
い
か
。

市 長
A

①
多
く
の
財
源
が
必
要
と

　

な
り
、
現
状
で
は
、
今

　

回
提
案
し
た
以
上
の
引
き
下
げ

　

は
出
来
な
い
。

②
現
在
の
経
営
状
況
で
は
出
来
な

い
が
、
問
題
意
識
を
持
ち
な
が

ら
今
後
も
考
え
て
い
く
。

国
保
の
広
域
化
で
保
険

料
は
上
が
ら
な
い
か

来
年
度
は
下
が
る
予
定

答
質 問
Q

①
来
年
度
か
ら
国
保
の
都

　

道
府
県
へ
の
移
管
に
と

も
な
い
、
県
の
仮
算
定
で
は
28

年
度
に
比
べ
引
き
下
が
る
と
の

試
算
が
出
て
い
る
が
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

②
将
来
保
険
料
負
担
が
大
幅
に
ア

ッ
プ
し
な
い
よ
う
、
財
政
処
置

を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市 長
A

①
予
想
以
上
の
減
少
と
受

　

け
止
め
て
い
る
。

②
法
定
外
繰
入
な
ど
の
明
言
は
出

来
な
い
が
、
今
後
の
推
移
を
注

視
し
て
い
く
。

昨年の南魚沼市議会９月定例会にて可決し
た、市民待望の全天候型屋内広場、愛称「ほの
ぼの広場」が12月21日にオープンしました。

坂戸のふれ愛支援センターからイオン六日
町店専門店館1階へ移転し、リニューアルされ
た広場面積は約350㎡（移転前の約1.7倍）に
なりました。遊具もボルダリングウォールなど
各種備えられ、乳幼児から小学３年生までの児
童と保護者が利用できます。雨の日でも雪の日
でも親子で遊べる広場の誕生で、さらなる子育
て支援の充実が図られます。

遊びの広場としては、全国で初めてミキハ
ウス子育て総研㈱の認定を取得しており、子育
て支援に取り組む自治体として全国へのＰＲと
なり、活性化が期待できます。

◎利用料＝無料

の事業注 目

畔地浄水場内
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注目の事業

ふるさと納税とは寄付金の一種で、応援したい自治体に寄付すると、その額に応じ
て所得税と住民税から、一定の控除が受けられる制度です。全国のどの自治体にも寄
付できるものです。南魚沼市では、従来もこの寄付金はありましたが、昨年６月より、
返礼品付きで新規対応を始めたところ、12
月末で７億円を超えるなど、予想以上のペー
スで推移しています。

返礼品の約９割が米（コシヒカリ）で、他
は清酒や特産品などで、その経済効果も期待
されています。　

ふるさと納税

予想を超える寄付金額

◦寄付者が選んだ寄付金の使い道 （12 月末現在）

使　　い　　道 件　数 件数（%） 寄付額（円） 寄付額（%）

安心して暮らせる福祉のまち
づくり 4,553 19.2 140,868,200 18.9 

地域社会を支える人づくり 2,346 9.9 73,745,000 9.9 

豊かな自然づくり 5,148 21.7 160,047,505 21.4 

安全・快適でうるおいのある
生活ができるまちづくり 1,098 4.6 31,842,600 4.3

力強い産業のまちづくり 1,795 7.6 53,235,500 7.1 

あかるい自治のまちづくり 295 1.3 9,526,000 1.2 

市長にお任せ 8,460 35.7 277,420,810 37.2 

合　　　　計 23,695 100.0 746,685,615 100.0 

◦寄付者の居住地（寄付件数の上位 5 都府県） （12 月末現在）

都 府 県 件　数 件　数（%） 寄付額（円） 寄付額（%）

東 京 都 7,793 32.9 232,637,411 31.2

神 奈 川 県 2,897 12.2 85,063,000 11.4

大 阪 府 1,778 7.5 63,544,600 8.5 

愛 知 県 1,525 6.4 52,538,000 7.0 

埼 玉 県 1,532 6.5 50,496,600 6.8 

の事業注 目
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平成29年 南魚沼市議会政務活動内容

会派名 内　　　容

南魚みらいクラブ

●研修　平成29年5月10日〜11日 ５人参加 市町村アカデミー 議員特別セミナー：地域における政策課題
●視察　平成29年6月27日〜29日 ６人参加 釧路広域連合：清掃工場について

北海道斜里町：農業振興の取組とクリーン体験農場について
北海道羅臼町：郷土学習「知床学」について

歩 む 会
●視察　平成29年6月27日〜29日 ５人参加 長崎市：長崎市西工場（ごみ処理施設）について

　　　　市長マニフェスト達成状況と
　　　　市役所かわるプロジェクトについて

市 政 ク ラ ブ

●視察　平成29年5月29日〜6月1日 ３人参加 熱海市：営業する市役所について
松山市：「坂の上の雲」まちづくりについて
今治市：今治タオルプロジェクトについて
　　　　タオル工場視察

新 生 市 民 ク ラ ブ

●視察　平成29年5月18日〜19日 ４人参加 四日市市：24時間365日在宅医療支援病床確保事業について
　　　　　在宅医療啓発活動補助金事業について
　　　　　いしが在宅ケアクリニック視察
長久手市：愛知たいようの杜ゴジカラ村視察

●研修　平成29年7月19日 ４人参加 地方議会総合研究所：予算審議に向けた決算議会のポイント
●視察　平成29年7月19日 ３人参加 江戸川区：地方との連携について

南 魚 政 策 研 究 会

●研修　平成29年6月28日〜30日 ３人参加 NPO法人ローカルグッド福岡：事業運営等について
福岡市：ごみ処理施設について
糸島市観光協会：移住者による観光振興について
キャナルシティ博多：まちづくり政策について
北九州市：就業支援について

●資料購入　まちづくり関連書籍
日本共産党議員団 ●会派広報紙「市議会報告」発行(第46号〜第47号)

広 田 公 夫
●研修　平成29年5月15日〜19日　　 市町村議会議員研修：地方自治基本コース
●研修　平成29年5月20日・21日・27日
　　

（一社）コミュニティネットワーク協会：
地域プロデューサー養成講座

勝 又 貞 夫 申請せず

平成29年４月〜平成29年10月

平成29年 南魚沼市議会政務活動費収支一覧表

会派名 南魚みらい
クラブ 歩む会 市政クラブ 新生市民

クラブ
南魚政策
研究会

日本共産党
議員団 広田公夫 勝又貞夫 計

人数 ６ 5 ４→３ ４ ３ 3
収入の部　交付額 504,000 420,000 288,000 336,000 252,000 252,000 84,000 0 2,136,000 

支
出
の
部

調 査 研 究 費 652,760 446,870 292,529 261,192 240,741 0 0 0 1,894,092 
研 修 費 129,670 0 0 60,648 0 0 109,050 0 299,368 
広 報 費 0 0 0 0 0 247,586 0 0 247,586 
広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
会 議 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資 料 購 入 費 0 0 0 0 11,448 0 0 0 11,448 
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 782,430 446,870 292,529 321,840 252,189 247,586 109,050 0 2,452,494 
返還額 0 0 0 14,160 0 4,414 0 0 18,574 

平成29年４月〜平成29年10月 （単位：円）

所　 属 　会 　派 　一 　覧　（◎代表）　　平成29年10月現在
南 魚 み ら い ク ラ ブ ◎小澤　　実 　塩川　裕紀 　清塚　武敏 　関　　常幸 　若井　達男 　黒滝　松男
歩 む 会 ◎塩谷　寿雄 　笛木　　晶 　鈴木　　一 　牧野　　晶 　阿部　久夫
新 生 市 民 ク ラ ブ ◎中沢　俊一 　田中せつ子 　佐藤　　剛 　寺口　友彦
市 政 ク ラ ブ ◎腰越　　晃 　桑原　圭美 　阿部　俊夫
南 魚 政 策 研 究 会 ◎中沢　一博 　永井　拓三 　樋口　和人
日 本 共 産 党 議 員 団 ◎岡村　雅夫 　中沢　道夫 　田村　眞一
無 所 属 　広田　公夫 　勝又　貞夫 　

平成29年度政務活動費報告
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南魚沼市議会の年間スケジュール

議
会
の
動
き

議会のスケジュール・動き

１ 月 常任委員会、 広報編集特別委員会 ７ 月 常任委員会管外調査、広報編集特
別委員会

２ 月 議会だより発行 ８ 月 議会だより発行

３ 月 定例会 ９ 月 定例会

４ 月 常任委員会、 広報編集特別委員会 10 月 常任委員会、 広報編集特別委員会

５ 月 議会だより発行 11 月 議会だより発行

６ 月 定例会 12 月 定例会

　年に４回、３月、６月、９月、12月定例会が行われるほか、必要に応じて臨時会が行われています。
　常任委員会管外調査とは、先進地を視察し、南魚沼市の課題解決や議会の政策立案に活用するために行
います。実施時期は決まっていませんが、例年夏頃に行われています。

９
月
４
日
〜
26
日　

平
成
29
年
９
月
南
魚
沼
市
議
会
定

例
会

　
　

25
日　

中
華
人
民
共
和
国
成
立
68
周
年
祝
賀
レ
セ

プ
シ
ョ
ン

　
　

26
日　

南
魚
沼
市
議
会
議
員
会
役
員
会

　
　

29
日　

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｉ
Ｔ
パ
ー
ク
南
魚
沼
一
周
年

記
念
講
演
会

10
月
２
日　

南
魚
沼
市
表
彰
式

　
　

２
日　

住
宅
委
員
会

　
　

４
日　

職
業
訓
練
法
人
南
魚
沼
職
業
能
力
開
発
運

営
協
会
理
事
会

　
　

５
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
第
１
３
２
回
国
会
対

策
委
員
会

　
　

７
日　

東
京
や
ま
と
会
「
第
29
回
ふ
る
さ
と
ツ

ア
ー
」
懇
親
会

　
　

９
日　

第
13
回
南
魚
沼
市
高
齢
者
大
運
動
会
六
日

町
地
域
大
会

　
　

10
日　

第
12
回
塩
沢
地
域
高
齢
者
大
運
動
会

　
　

12
日　

栃
木
県
筑
西
市
議
会
視
察
来
訪

　
　

15
日　

南
魚
沼
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
告
示

　
　

22
日　

南
魚
沼
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
投
票
日

　
　

23
日　

南
魚
沼
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
当
選
証
書

授
与
式

　
　

24
日　

南
魚
沼
市
議
会
当
選
議
員
新
人
研
修
会

　
　

24
日　

南
魚
沼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
第
13
回
福

祉
大
会

　
　

25
日　

南
魚
沼
市
・
十
日
町
市
・
魚
沼
市
議
会
役

員
合
同
研
修
会

　
　

26
日　

平
成
29
年
第
２
回
魚
沼
地
域
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

　
　

27
日　

会
派
代
表
調
整
会
議

　
　

30
日　

前
衆
議
院
議
員　

故 

長
島
忠
美
氏
「
お

別
れ
の
会
」

　
　

31
日　

会
派
代
表
者
会
議

11
月
２
日　

会
派
代
表
者
会
議

　
　

７
日　

平
成
29
年
第
３
回
南
魚
沼
市
議
会
臨
時
会

　
　

９
日　

正
副
議
長
関
係
機
関
あ
い
さ
つ
回
り

　
　

12
日　

城
内
中
学
校
閉
校
記
念
式
典
・
惜
別
の
集

い

　
　

16
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
臨
時
号
）

　
　

19
日　

五
十
沢
中
学
校
閉
校
記
念
式
典
・
惜
別
の

集
い

　
　

21
日　

魚
沼
市
議
会
視
察
来
訪
（
社
会
体
育
施
設

の
利
用
に
つ
い
て
）

　
　

21
日　

台
湾
旅
行
社
・
マ
ス
コ
ミ
招
聘
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン

　
　

22
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
第
１
３
３
回
国
会
対

策
委
員
会
及
び
全
国
市
議
会
議
長
会
国
会

対
策
委
員
会
平
成
30
年
度
政
府
予
算
等
に

関
す
る
要
望
活
動

　
　

22
日　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
説

明
会

　
　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

24
日　

会
派
代
表
者
会
議

　
　

25
日　

国
道
２
５
３
号
八
箇
峠
道
路
（
八
箇
Ｉ
Ｃ

〜
野
田
Ｉ
Ｃ
）
開
通
式

　
　

26
日　

大
巻
中
学
校
閉
校
記
念
式
典
・
惜
別
の
集

い

　
　

28
日　

南
魚
沼
市
除
雪
車
出
動
式
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議会の仕組みと役割

議会の仕組みと役割

詳しくは市議会ウェブサイトをご覧ください。

市の政策や方針を決定するためには、
全ての住民が意見を出し合い、話し合う
ことが理想です。しかし、全員が集まり、
話し合うことは現実的には難しいため市
民の中から選挙を通じて代表を選び、話
し合いをしてもらう仕組みをとっていま
す。その市民の代表である議員が話し合
う場が議会です。 
議会では、市長から提案された市の方

針や予算、条例などについて話し合い、
どうするかを決定します。市長はその決
定に従い、具体的に仕事を進めることに
なります。議会は議決機関、市長は執行
機関と呼ばれています。 

議会とは

議会の活動は主に、本会議と委員会の
二つに分けられます。

本会議は全議員で行なうもので、年に
4 回開催する定例会と必要に応じて開催
する臨時会があります。

議会では、条例の制定や予算の決定等
の「議案の審議」や議員一人ひとりが、
市長の政策などを問う「一般質問」など
が行われます。

委員会では、本会議よりも専門的な審
査・調査を行います。委員会には、議会
運営委員会、総務文教委員会、産業建設
委員会、社会厚生委員会に加え、必要応
じて議会広報編集特別委員会等の特別委
員会も設置されます。 

本会議と委員会

市民の皆さんの要望や意見を国や県、
市に伝える方法として請願や陳情があり
ます。請願は議員の紹介が必要ですが、
陳情は必要ありません。

議会への請願・陳情

市の意思を決定することと、市政の監
視を行うことが市議会の大きな役割にな
ります。

その役割を果たすために市議会には、
議決権、調査権、監査請求権、請願の審
査権、意見書提出権などの多くの権限が
与えられています。 

議会の権利と役割
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３月に市議会定例会を開催します。
2月26日〜3月16日（予定）

お問い合わせは　議会事務局（☎773-6650）へ

3月議会3月議会3月議会 予 告
　

平
成
29
年
度
は
、
秋
に
定
数
削
減
の
中
、
市
議
会
選

挙
が
行
わ
れ
新
人
議
員
４
名
含
め
、
22
名
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
新
人
議
員
に
と
っ
て
緊
張
の
中
、
全
議
員
そ

れ
ぞ
れ
が
市
民
の
代
表
と
し
て
、
南
魚
沼
市
発
展
に
向

け
新
た
な
決
意
の
下
、
11
月
7
日
初
議
会
よ
り
新
体
制

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
2
月
は
、
冬
季
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

会
さ
れ
、
南
魚
沼
市
出
身
選
手
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
伸
び
伸
び
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
市

民
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
広
報
委
員
メ
ン
バ
ー
一
同
気
持
ち
を
新
た
に
、
一

丸
と
な
っ
て
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
元
気

の
出
る
議
会
だ
よ
り
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

長
い
冬
か
ら
、
も
う
す
ぐ
春
で
す
。
皆
様
に
と
っ
て

今
年
一
年
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
議
員
一
同
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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吉
田
光
利

2018
平昌オリンピック

小野塚選手を
パブリックビューイングで
応援しよう！
日 時 平成30年 2月20日㈫

　　　　　午前10時から
場 所 塩沢中学校  体育館

小野塚 彩那 選手（南魚沼市石打在住）
［スキーフリースタイル女子ハーフパイプ］

田中 友里恵 選手（南魚沼市三郎丸出身）
［バイアスロン］

祝 出場！
期待 活躍！

バイアスロンってどんな競技？
　冬の狩猟が原型の、クロスカントリースキーとライ
フル射撃を組み合わせたスポーツです。個人やリレー
の種目により、最高15㎞を滑走し２〜４回の射撃を
行って順位が争われます。全力疾走の合間に、50m
先の的を確実に射る精密さが求められる競技です。

南魚沼市からパワーを送りましょう！


